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COVID-19の流行

2019年末～
感染者 >58,000,000名

死者 >1,380,000名

感染者 >133,000名
死者 >1,900名

2020年11月22日現在
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・エンベロープ（脂質二重膜）
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SARS-CoV-2

インフルエンザウイルス

（エンベロープ有り）

石鹸で処理石鹸なし



ヒトコロナウイルス（Human Coronavirus [HCoV]）

・HCoV-OC43（βコロナ） ・HCoV-229E（αコロナ）

・HCoV-KHU1（βコロナ） ・HCoV-NL63（αコロナ）

冬に小児がかかる風邪の原因（風邪の10-15%を占める）

北半球では冬に流行が認められる
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近縁の病原性コロナウイルス



近縁の病原性コロナウイルス

SARS-CoV (βコロナ)

Sever Acute Respiratory Syndrome（重症急性呼吸器症候群）

・2002年11月に中国・広東省で発生（コウモリが自然宿主）

・発熱や咳→急性の重篤な肺炎

・中国と香港を中心に32カ国の国と地域に拡大（主に院内感染）

・2003年7月に終息（＞8,000名の感染、774名が死亡）

MERS-CoV (βコロナ)

Middle East Respiratory Syndrome（中東呼吸器症候群）

・2012年9月にアラビア半島諸国で発生（コウモリが自然宿主）

・現在も散発的に発生（約2,500名が感染、858名が死亡）

・発熱や咳→急性の重篤な肺炎



βコロナウイルス

αコロナウイルス

Coronavirus Study Group of the International Committee on taxonomy of Viruses. Nat Microbiol (2020)

近縁の病原性コロナウイルス

今後もコウモリや齧歯類のコロナウイルスが

ヒトに感染する可能性がある



新型コロナウイルスの細胞侵入

Sタンパク質

エンベロープ

ウイルスゲノムRNA

SARS-CoV-2粒子

(Wrapp et al Science 2020)
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RBD
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エンベロープ
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呼吸器細胞

Sタンパク質（RBD）を介した

ACE2レセプターとの結合

ACE2

新型コロナウイルスの細胞侵入

吸着 RBD
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2020年2月に出現。6月以降はD614G変異を

持つウイルスが流行。

・病原性はほとんど変わらない

・ACE2への結合力が上昇

・ヒトからヒトへの感染力が増加

(Plante et al., bioRxiv, 2020)

D614G変異ウイルス



Sタンパク質

ACE2
TMPRSS2

Furin

呼吸器細胞

S1とS2を開裂し

Sタンパク質の活性化

新型コロナウイルスの細胞侵入

S1

S2

ACE2



S2の構造変化による膜融合

エンベロープ

細胞膜

エンベロープ

細胞膜

ウイルスゲノムを

細胞内に放出

新型コロナウイルスの細胞侵入

膜融合 S2



細胞侵入後～粒子形成

平林愛（京大ウイルス再生研）

細胞質内に多数の

小胞を形成



細胞侵入後～粒子形成

子孫ウイルス粒子形成

ウイルスゲノムの複製

ウイルス蛋白質の集合

平林愛（京大ウイルス再生研）

ウイルス粒子

形成中



細胞侵入後～粒子形成

子孫ウイルスを

細胞外に放出

1つの感染細胞から

1000個のウイルス

粒子が産生

平林愛（京大ウイルス再生研）
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＜呼吸器への感染経路＞

・飛沫/飛沫核（くしゃみ、咳、唾）

・接触（手指）

SARS-CoV-2の侵入門戸



N van Doremalen et al., N Engl J Med (2020)

SARS-2
SARS-1

空気中

時間

くしゃみ等を介した

飛沫/飛沫核感染

換気とマスク

SARS-CoV-2の感染力



N van Doremalen et al., N Engl J Med (2020)

SARS-2
SARS-1

空気中 ステンレス プラスチック

SARS-2
SARS-1

時間

くしゃみ等を介した

飛沫/飛沫核感染

手指を介した接触感染

換気とマスク

SARS-CoV-2の感染力

石鹸を使った手洗い

手のアルコール消毒



SARS-CoV-2の特徴

SARS-CoV-1やMERS-CoVと同様にコウモリに由来する

今後も新たなコロナウイルスが出現するかもしれない

エンベロープウイルスである

石鹸やエタノールに弱い

Sタンパク質を介してACE2と結合し細胞に感染する

Sタンパク質に対する抗体・薬が感染阻止に有効

環境中で数時間は感染力を保持する

飛沫/飛沫核感染を防ぐには換気とマスク、接触感染を防ぐには

手洗いと消毒。これらを組み合わせることで効果的な予防になる

SARS-CoV-2は、


